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○筑波大学附属図書館研究開発室規程

平成１７年５月２７日 

法 人 規 程 第 ４ ５ 号 

改正 平成２８年法人規程第６０号

筑波大学附属図書館研究開発室規程

（趣旨）

第１条 この法人規程は、筑波大学附属図書館規則(平成１６年法人規則第２２号)第３条の２

第２項の規定に基づき、附属図書館研究開発室（以下「研究開発室」という。）に関し必要

な事項を定めるものとする。

（業務）

第２条  研究開発室は、次の各号に掲げる業務を行う。

(1) 学術情報の収集及び管理の一元化・効率化等に係る研究及び開発に関すること。

(2) 学術情報の収集、管理、提供、発信等に係る制度的・技術的課題の研究及び開発に

関すること。

(3) 電子図書館に係る調査及び研究に関すること。

(4) 貴重図書等図書館資料の保存・公開等に係る調査及び研究に関すること。

(5) その他教育研究支援活動に係る調査及び研究に関すること。

（組織) 
第３条 研究開発室は、次に掲げる室員で組織する。

(1) 附属図書館副館長

(2) 次条に規定する室長の推薦に基づき、附属図書館長が委嘱する者 若干人

（室長）

第４条 研究開発室に室長を置き、附属図書館長が指名する附属図書館副館長をもって充てる。 
２ 室長は、研究開発室の業務を総括する。

（室員の任期等）

第５条 第３条第２号の室員の任期は、１年とする。ただし、任期の終期は、室員となる日の

属する年度の末日とする。

２ 補欠の室員の任期は、前任者の残任期間とする。

３ 前２項の室員は、再任されることができる。

（運営会議）

第６条 研究開発室に、第２条の業務に関する事項について協議及び連絡調整を行うため、運

営会議を置く。

２ 運営会議は、室長、室員及び室長が必要と認める者で構成する。
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３ 運営会議は、室長を議長とし、必要に応じて開催する。

(プロジェクト) 
第７条 研究開発室に、第２条の業務を実施する組織としてプロジェクトを置く。

（事務）

第８条 研究開発室に関する事務は、学術情報部情報企画課において処理する。

（雑則）

第９条 この法人規程に定めるもののほか、研究開発室に関し必要な事項は、別に定める。

附 則

この法人規程は、平成１７年５月２７日から施行する。

附 則（平２８．３．２４法人規定第６０号）

この法人規程は、平成２８年４月１日から施行する。
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○ 附属図書館研究開発室要項

平成１７年９月３０日

附属図書館長決定

 改正 平成２７年３月３１日

平成２８年３月２４日

（趣旨）

１ この要項は、筑波大学附属図書館研究開発室規程（平成１７年法人規程第４５号）第９条の

規定に基づき、筑波大学附属図書館研究開発室（以下「研究開発室」という。）の管理運営に関

して必要な事項を定めるものとする。 

（プロジェクト） 

２ 室員は、プロジェクトを主宰する研究代表者又は研究分担者としてプロジェクトに参加する。 

３ プロジェクトは、研究代表者の申請に基づき、第１０項に規定する室員会議の議を経て室長

が承認する。 

４ プロジェクトの実施期間は 1 年間とし、プロジェクトが承認された日の属する年度の末日と

する。ただし、研究計画を更新することにより、次年度も継続申請することができる。 

（プロジェクト協力者） 

５ 研究開発室にプロジェクト協力者（以下「協力者」という。）を置くことができる。 

６ 協力者は、室長が、本学の教職員及び大学院生、又は学外の有識者に依頼するものとする。 

７ 協力者の任期は、１年とする。ただし、任期の終期は、協力者となる日の属する年度の末日

とする。 

８ 協力者は、再任されることができる。 

９ 協力者は、研究開発室が行うプロジェクトの構成員として、室員と協同でプロジェクト業務

を行う。 

（室員会議）

10  研究開発室に、プロジェクトを円滑に実施するため、室員会議を置く。 

11 室員会議は、室長、室員、協力者及び室長が必要と認める者で構成する。 

12 室員会議は、室長を議長とし、必要に応じて開催する。 

  附 記

この要項は、平成１７年９月３０日から施行し、平成１７年５月２７日から適用する。

附 記

この要項は、平成２７年４月１日から実施する。

3



附 記

この要項は、平成２８年４月１日から実施する。
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3．活動概要（令和 5年度）

年月日 研究開発室関連事項

5.3.29～5.4.28 新規プロジェクトを公募

5.5.23   令和 5 年度第 1 回運営会議 
5.7.19  令和 5 年度第 1 回室員会議 
5.10.23～5.11.10  令和 5 年度附属図書館特別展「古典籍のインターフェース」を

開催

5.12.18 令和 5 年度第 2 回室員会議 
6.3.7  令和 5 年度附属図書館研究開発室成果報告を開催 
6.3.14 令和 5 年度第 2 回運営会議 
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4．プロジェクト報告

4. 1 令和 5 年度プロジェクト報告
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4.1  令和 5年度プロジェクト報告 

 

 

令和 5年度研究開発室プロジェクト一覧 

 

 

No プロジェクト名 担当室員 （◎：代表者） 

1 ラーニングコモンズにおける学習支援活動の検討 ◎島田、野村、小泉、小野 

2 附属図書館における貴重資料の保存と公開 ◎谷口、水野 

3 図書のロバスト性評価法の確立 ◎江前 

4 利用スタイルに適合した次期図書館システムの検討 ◎高久、宇陀、熊渕 

5 デジタル画像の利用促進 ◎宇陀、和氣、堤 

6 バーチャル図書館コンテンツの研究開発 （新規） ◎小野、宇陀 
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(2) 講演・口頭発表 
① 谷口孝介「古典籍の分類と目録」令和5年度筑波大学附属図書館企画展講演会、筑波大学附

属図書館主催、2023年10月27日、https://www.youtube.com/watch?v=s9kahIc0mJ4&t=1s。 
② 谷口孝介「絵巻を開いて読んでみよう－「北野天神縁起」の不思議な話－」「高大連携事業 古

典に親しもう！」（筑波大学附属図書館研究開発室・筑波大学人文・文化学群日本語・日本文

化学類共催）、2024年3月20日。 
(3) 展覧会 
① 筑波大学附属図書館主催、令和5年度筑波大学附属図書館企画展「古典籍のインターフェー

ス」筑波大学中央図書館貴重書展示室、2023年10月23日～11月10日。 
② 筑波大学附属図書館主催、令和5年度筑波大学附属図書館企画展「古典籍のインターフェー

ス」電子展示、https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/2023/denshitenji-1.html、2023年

10月23日～。 
③ 筑波大学附属図書館主催、筑波大学附属図書館常設展「古典籍のインターフェース」筑波大

学中央図書館貴重書展示室、2023年11月20日～。 
④ 常設展小特集「家康を支えた女性たち」山澤学（人文社会系）担当、2023年11月20日～。  
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4．プロジェクト報告 

 

 

 

 

4. 2 令和 5 年度成果報告会 
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令和 5年度附属図書館研究開発室研究成果報告会 

日時：令和 6年 3月 7日（木） 13時 30分～15時 00分 

場所：中央図書館本館 2階集会室 

＜プログラム＞ 

島田研究開発室長挨拶（13:30-13:35） 

第 1部 口頭発表（13:35-14:25） 

ラーニングコモンズにおける学習支援活動の検討

（第 1プロジェクト・島田康行教授/人文社会系） 

附属図書館における貴重資料の保存と公開：附属図書館における貴重書・和装古書の公

開と基礎的研究 

（第 2プロジェクト・谷口孝介教授/人文社会系） 

利用スタイルに適合した次期図書館システムの検討 

（第 4プロジェクト・高久雅生准教授/図書館情報メディア系） 

デジタル画像の利用促進 

（第 5プロジェクト・和氣愛仁准教授/人文社会系） 

バーチャル図書館コンテンツの研究開発

（第 6プロジェクト・小野永貴助教授/図書館情報メディア系） 

第 2部 ポスター発表（14:30-15:00） 

ラーニングコモンズにおける学習支援活動の検討（第 1プロジェクト）

附属図書館における貴重資料の保存と公開：附属図書館における貴重書・和装古書の公

開と基礎的研究（第 2プロジェクト） 

図書のロバスト性評価法の確立（第 3プロジェクト） 

利用スタイルに適合した次期図書館システムの検討（第 4プロジェクト） 

デジタル画像の利用促進（第 5プロジェクト） 

バーチャル図書館コンテンツの研究開発（第 6プロジェクト）
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4．プロジェクト報告

4. 2 令和 5 年度成果報告会

資料（ポスター発表）
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